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介護が必要になったら介 護
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～ 介護サービス利用の手順 ～
　市民の皆様に、介護保険制度を理解していただくために、本紙 8月号からシリー

ズで掲載しております。

　初回の８月号では、介護保険の財源や介護保険料についてお知らせいたしまし

たが、2回目となる今月号では「介護サービス利用の手順」をお知らせいたします。

■問合先／介護長寿課　認定係（☎ 58-5111・75-3111、内線 2333・2334）

申
請
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ら
認
定
ま
で

　介護長寿課（岩瀬庁舎）または総合窓口課（大和・真壁庁舎）

に「要介護認定」の申請をします。申請は、本人や家族のほか、

「地域包括支援センター」や「居宅介護支援事業者」などに

よる代行申請も可能です。

　訪問調査の結果と「主治医の意見書」を

もとに、保健・医療・福祉の専門家で構成

される介護認定審査会で、介護の必要性や

程度について審査が行われます。

　介護認定審査会の審査結果が記載さ

れた「認定結果通知表」と「介護保険被保険

者証」が届きますので内容を確認してください。

■要支援１・2／要介護状態が軽く、生活機能が改
善する可能性の高い方などは介護予防サービスを受
けられます。
■要介護１～ 5／介護サービスを利用できます。居
宅で利用できるサービスと施設に入所する施設サー
ビスがあります。
■非該当（自立）／介護保険のサービスは利用でき
ませんが、桜川市が実施する地域支援事業の介護予
防事業を利用できます。

　市担当者などがご自宅などに

訪問し、心身の状態や日常の生

活などについて、本人と家族の

方に聴き取り調査を行います。
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